
１
月
22
日
、
23
日
に
佐
賀
県
内
で

「
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
in
さ

が
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会

は
認
定
農
業
者
を
始
め
と
し
た
農
家

と
関
係
機
関
が
多
数
集
い
、
情
報
交

換
と
仲
間
づ
く
り
を
行
う
全
国
規
模

の
大
会
で
、
開
催
県
を
移
し
な
が
ら

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
会
１
日
目
に
は
県
内
外
か
ら
約

１
、８
０
０
名
︵
う
ち
、
佐
城
地
区

か
ら
約
１
０
０
名
︶
が
佐
賀
市
「
Ｓ

Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
」
に
会
し
、
寛
仁

親
王
妃
信
子
殿
下
ご
臨
席
の
も
と
で

「
日
本
農
業
の
今
、﹃
未
来
に
継
な
ぐ

鍵
﹄」
と
題
し
た
講
演
や
「
全
国
優

良
農
業
経
営
体
表
彰
」
表
彰
式
︵
２

項
を
参
照
︶、
会
場
ロ
ビ
ー
で
は
県

内
農
業
Ｐ
Ｒ
等
が
行
わ
れ
、
貴
重
な

情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
夕

方
か
ら
は
参
加
者
が
県
内
６
地
区
に

わ
か
れ
、
佐
城
地
区
で
は
県
外

２
０
７
名
、
地
区
内
82
名
、
計

２
８
９
名
が
「
ホ
テ
ル
龍
登
園
」
で

情
報
交
換
会
を
開
催
し
、
農
業
者
同

士
で
の
活
発
な
交
流
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
大
会
２
日
目
は
県
外
参

加
者
２
０
７
名
が
５
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
佐
城
地
区
の
農
場
や
観
光
施
設

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
本
大
会
で

繋
が
っ
た
農
業
者
同
士
の
絆
が
今
後

の
農
業
振
興
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

佐賀中部農林事務所佐城農業振興センター普及課	 ℡ 0952-45-8888　佐賀県佐賀市川副町南里1088
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未
来
に
は
ば
た
く
農
業
者
の
祭
典
が

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た
！



全
国
優
良
経
営
体
表
彰

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度
全
国
優
良
経
営
体
表
彰
に
お
い
て
、
佐
賀

市
大
和
町
の
株
式
会
社
石
橋
果
樹
園
が
全
国
担
い
手
育
成

総
合
支
援
協
議
会
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
石
橋
果
樹
園
は
、
温
州
み
か
ん
を
柱
に
、
ブ

ド
ウ
や
モ
モ
な
ど
を
組
み
合
せ
た
複
合
経
営
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。「
み
ど
り
戦
略
」
に
則
し
た
「
脱
化
学
物

質
栽
培
」
を
目
指
し
、
手
間
と
工
夫
を
惜
し
ま
ず
果
実
本

来
の
美
味
し
さ
を
追
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
で
は
い
ち
早
く
海
外
市
場
に
目
を
向
け
、

香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
等
へ
温
州
み
か
ん
を

輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
令
和
５
年
に
はA

S
IA
-

G
A
P

を
取
得
さ
れ
、
安
心
安
全
な
販
売
を
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

地
元
で
は
、
若
手
の
声
を
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
反

映
さ
せ
る
な
ど
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
て
お
り
、

今
後
益
々
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

生
産
技
術
革
新
部
門株

式
会
社 

石
橋
果
樹
園

農
事
功
績
者
表
彰
事
業

緑
白
綬
有
功
章
受
章
者

佐
賀
市
富
士
町
　
岡
本 

邦
啓
氏

秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
の
御
名
に
よ
っ
て
農
家
の
経
営

発
展
及
び
地
域
貢
献
に
対
し
て
表
彰
さ
れ
る
令
和
６

年
度
農
事
功
績
者
表
彰
事
業
に
お
い
て
、
佐
賀
市
富

士
町
の
岡
本
邦
啓
氏
が
緑
白
綬
有
功
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

岡
本
氏
は
、
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
減
農
薬
・

減
化
学
肥
料
に
よ
る
特
別
栽
培
米
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

生
産
を
先
導
す
る
と
と
も
に
、
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
よ

る
省
力
化
を
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
を
周
年
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
モ

デ
ル
と
な
る
水
稲
複
合
経
営
を
実
現
さ
れ
て
い
ま

す
。農

業
士
と
し
て
、
長
く
地
域
お
こ
し
や
都
市
住
民

と
の
交
流
を
促
進
し
、
大
学
生
と
の
農
業
体
験
研
修

や
新
規
就
農
者
育
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
お
り
、

益
々
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

職員　転入者紹介
よろしくお願いします

新任農業士紹介
よろしくお願いします

農業企画課
岩石係長

農業企画課
猿渡技師

普及課
園芸
田中技師

北部普及課
園芸
浦田係長

北部普及課
園芸

江頭技師

古賀信一郎
佐賀市川副町
トマト＋米

田中利秋
佐賀市富士町

米＋ホウレンソウ
＋タマネギ

お世話になりました お世話になりました
陣内係長（東松浦農業振興センターへ）
坂井係長（農山村課へ）
仲原主査（東松浦農業振興センターへ）
串㟢技師（藤津農業振興センターへ）
中島技師（園芸農産課へ）

船山真由美（多久市　米＋露地野菜）
池田太平（佐賀市川副町　米麦＋トマト）
畑瀬一武（佐賀市富士町　米＋ホウレンソウ＋七草）

か

ちがらす
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野
菜
作
り
や
っ
て
み
よ
う

セ
ミ
ナ
ー 

～
in
神
埼
市
脊
振

町
・
佐
賀
市
三
瀬
村
～
　
開
催

い
ち
ご
・
な
す

や
っ
て
み
よ
う

セ
ミ
ナ
ー
開
催

み
か
ん
の
産
地
見
学
会
＆

収
穫
体
験
会
開
催

集
落
営
農
法
人
の

更
な
る
発
展
を
目
指
し
て

新
た
な
野
菜
生
産
者
の
掘

り
起
こ
し
を
図
る
た
め
、
８

月
17
日
に
標
記
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
３

名
が
参
加
さ
れ
、
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
、
ピ
ー
マ
ン
の
圃
場
視

察
や
、
野
菜
の
基
礎
か
ら
、

年
間
の
栽
培
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
経
営
に
関
す
る
こ
と
な

ど
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
多
く
の
質

問
が
出
る
な
ど
今
後
の
新
た

な
担
い
手
確
保
に
つ
な
が
る

手
ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。

令
和
６
年
12
月
８
日
に
イ
チ
ゴ
栽

培
、
午
後
に
ナ
ス
栽
培
に
興
味
が
あ

る
方
を
対
象
に
し
た
「
や
っ
て
み
よ

う
セ
ミ
ナ
ー
」
を
Ｊ
Ａ
部
会
が
主
体

と
な
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

室
内
研
修
で
は
、
栽
培
の
特
徴
・

経
営
試
算
等
や
就
農
支
援
対
策
に
つ

い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
研
修

会
で
は
圃
場
見
学
を
し
な
が
ら
農
家

の
体
験
談
を
聞
い
た
後
は
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
就
農
に
前
向
き

な
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
、
今
後
も
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

な
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
き
ま

す
。

み
か
ん
の
新
た
な
担
い
手
確
保
と
、
最
も
労

働
力
が
必
要
な
収
穫
作
業
の
労
力
補
完
を
図
る

た
め
、
11
月
24
日
︵
日
︶
に
み
か
ん
の
産
地
見

学
会
＆
収
穫
体
験
会
を
小
城
市
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
県
内
外
か
ら
23
名
の
参
加
が
あ
り
、

「
に
じ
ゅ
う
ま
る
」
や
「
根
域
制
限
栽
培
」
の

園
地
を
見
学
し
た
後
、
収
穫
体
験
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
、
地

元
生
産
者
と
ス
タ
ッ
フ
で
約
１
ト
ン
の
み
か
ん

を
収
穫
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
策
や
農
業
ア

ル
バ
イ
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
「d

a
yw
o
rk

」

の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

体
験
後
に
は
参
加
者
の
１
名
か
ら
「
就
農
し

た
い
︵
予
定
︶」、
７
名
か
ら
「
収
穫
ア
ル
バ
イ

ト
を
や
っ
て
み
た

い
」、
と
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し

た
機
会
を
設
け

て
、
担
い
手
確
保

と
労
力
補
完
の

両
面
か
ら
支
援

を
続
け
て
い
き

ま
す
。

11
月
５
日
に
、
75
の
集
落
営
農
組

織
と
26
の
法
人
を
参
集
し
た
佐
城
地

区
集
落
営
農
組
織
・
法
人
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

︵
公
︶
佐
賀
県
農
業
公
社
の
鍵
山
専

務
理
事
か
ら
は
「
地
域
計
画
の
策
定

と
農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て
」

講
演
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ａ
さ
が
県
域
担

い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、

生
産
組
合
や
法
人
組
織
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
み
や
き
町
の
︵
農
︶
江
口

フ
ァ
ー
ム
か
ら
は
、
法
人
の
運
営
状

況
に
加
え
、
露
地
野
菜
や
体
験
農
園

な
ど
経
営
多
角
化
の
取
組
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
集
落
営
農
組

織
や
法
人

の
今
後
更

な
る
経
営

発
展
に
向

け
た
ヒ
ン

ト
に
つ
な

が
る
良
い

機
会
と
な

り
ま
し

た
。

収穫体験の様子

佐城地区集落営農組織・法人研修会

ホウレンソウの圃場視察

現地研修会の様子

か

ちがらす
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この用紙は､再生紙を利用しています。

普 及 活 動 の 取 り 組 み

佐
賀
市
北
部
地
区
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
産
地
で

は
、
こ
れ
ま
で
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
修
了

生
９
組
12
名
が
就
農
さ
れ
ま
し
た
。
就
農
後
の
安

定
生
産
と
さ
ら
な
る
収
益
化
を
図
る
た
め
、
Ｊ
Ａ

と
連
携
し
、
巡
回
や

研
修
会
に
よ
る
技
術

指
導
を
強
化
し
て
い

ま
す
。
特
に
問
題
と

な
っ
て
い
る
べ
と
病

被
害
に
つ
い
て
は
品

種
や
栽
培
環
境
の
調

査
を
行
い
な
が
ら
対

策
を
図
っ
て
い
ま

す
。 ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
新
た
な
担
い
手

に
対
す
る
経
営
確
立
支
援

夏
秋
ピ
ー
マ
ン
に
お
け
る
新
規
栽
培
者
確
保
・

育
成
体
制
構
築
に
よ
る
産
地
活
性
化

佐
賀
北
部
地
区
で
は
、
夏
秋
ピ
ー
マ
ン
の
生
産
振
興
を

図
る
た
め
に
新
た
な
担
い
手
確
保
の
し
く
み
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
に
は
ピ
ー
マ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム
を

設
置
し
、
令
和
６
年
度
は
新
た
に
２
名
の
研
修
生
が
入
校

し
ま
し
た
。
ト
レ
ー
ナ
ー
等

と
連
携
し
、
研
修
生
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
適
期
管
理
の
励
行
や
関

係
機
関
と
連
携
し
た
技
術
指

導
に
よ
り
、
今
年
は
ピ
ー
マ

ン
部
会
発
足
後
、
初
め
て
市

場
販
売
金
額
１
億
円
を
達
成

し
ま
し
た
。

繁
殖
牛
産
地
の
維
持
に

向
け
た
支
援

繁
殖
牛
産
地
を
維
持
す
る
た
め
、
管
内
生
産
者
の
意

向
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
産
地
を
担
う
若
手

生
産
者
の
意
識
高
揚
を
目
的
に
、
鹿
児
島
県
の
若
手
農

家
を
視
察
し
ま
し
た
。
高
度

な
飼
養
管
理
や
グ
ル
ー
プ
活

動
に
つ
い
て
多
く
の
質
問
が

飛
び
交
う
な
ど
充
実
し
た
研

修
が
で
き
ま
し
た
。
佐
城
和

牛
改
良
組
合
で
は
今
年
か
ら

青
年
部
の
活
動
が
再
開
し
、

地
域
の
生
産
者
同
士
の
交
流

が
活
発
化
す
る
よ
う
に
、
今

後
も
視
察
研
修
な
ど
の
場
を

設
け
て
い
き
ま
す
。

　

高
品
質
安
定
生
産
に
よ
る
産
地

強
化
の
実
現
を
目
指
し
て

次
世
代
を
担
う
施
設
キ
ュ
ウ
リ
若
手

農
業
者
の
育
成
に
取
組
ん
で
い
ま
す

佐
賀
市
東
部
カ
ン
ト
リ
ー
管
内
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
パ
ン

用
小
麦
「
さ
ち
か
お
り
」
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
パ
ン

用
に
求
め
ら
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
の
向
上
と
収
量
確

保
の
た
め
に
施
肥
管
理
に
重
点
を
置
い
た
研
修
会
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
令
和
６
年
産
で

は
こ
れ
ま
で
課
題
と
な

っ
て
い
た
タ
ン
パ
ク
質

含
有
率
の
バ
ラ
つ
き
に

改
善
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
現
場
と
一
体
と

な
っ
て
麦
産
地
の
発
展

を
目
指
し
ま
す
。

近
年
、
管
内
で
は
キ
ュ
ウ
リ
の
新
規
就
農
者
が
増
加

し
、
産
地
の
維
持
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、
資
材
の

高
騰
等
に
よ
り
、
経
営
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
若
手
と
高
収

量
農
家
で
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
り
、
ク
ラ
ウ
ド
型
営
農

支
援
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
、
生
育
お
よ
び
ハ
ウ
ス

内
環
境
デ
ー
タ
を
比
較
分

析
・
共
有
す
る
こ
と
で
、

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
栽
培

技
術
の
向
上
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

稼
げ
る
広
域
営
農
組
織
の

新
た
な
取
り
組
み

農
地
を
守
る
組
織
と
し
て
㈱
北
山
神
水
川
フ
ァ

ー
ム
が
設
立
さ
れ
て
４
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

中
山
間
地
域
で
稼
げ
る
モ
デ
ル
を
目
指
し
、
県

の
補
助
事
業
「
露
地
野
菜
１
０
０
億
円
ア
ッ
プ
推

進
事
業
」
を
活
用

し
て
里
芋
や
焼
酎

用
カ
ン
シ
ョ
の
面

積
拡
大
を
図
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も

振
興
セ
ン
タ
ー
で

は
栽
培
技
術
指
導

や
新
規
品
目
の
検

討
な
ど
の
支
援
を

し
て
い
き
ま
す
。

未
来
に
は
ば
た
く
農
業
者
の
祭
典
が

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

か

ちがらす
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